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事例8 Waddell/Enga州 Enga 族
1.調 査
対 象
パ プ ア ニ ュー ギ ニ ア 、Enga族(人口140,000)、Raiapuグル ー プ(人 口30,000)




調 査 期 間
1966年1月～1967年2月
報 告
Waddell, E.: The Mound Builders - Agricultural Practices, Environment, and Society in the 
       Central Highlands of New Guinea. Washington University Press. 1972.
2.対 象 の 概 要
地域の概 況
パプ アニュ一 ギニアのハ イランズは、ニューギニア島の中心部 を東 西 に走 る山
脈 に沿 つた標高が1,200㍍以 上の地域 をさすが、約300年前 にサ ツマイモが導入
され て以来 、人 口が激 しく増加 してきた。その結果 、多 くの森林 が草原 へ変化
し、現在 人 口密度 が非常 に高 くなつてい る。Enga族はハイ ランズ西部 の渓 谷
地帯 に居住 し、人 口は140,000である。 居住地の標高 は1,500-2,700㍍で、ほ と
ん どが二次林 ・草原 ・耕作地で覆われてお り、一次林 は尾根上 にわず かに残 る
だ けで あ る。Enga族は 、常畑 にお けるサ ツマイモ 栽培 と、焼畑 にお け るヤ
ム ・バナナ ・サ トウキ ビなどの栽培 を組み合わせ た営農形態 をもち、 とくにサ
ツマイモの栽培 においては、大 きなマ ウン ドを作 るこ とで知 られてい る。 また、
標 高が高いために霜の被 害を受 けやす く、その生業パ タンには霜害の影響 を小
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さくす るよ うな工夫 がみ られ る。1959年か ら栽培 が開始 され た コー ヒーな どの
換金作物 はEnga族の生業形態に影響 を及 ぼ しつつある。
対象 集団の概要
対象集 団 としたの は、Enga族、　Raiapuグループの うち、　Aruniクランの土地
に居 住す る460人で ある。利 用す る土地 の面積 は6.5平方 ㌔㍍ で あ り、標 高 が
1,650-2,440㍍の範 囲に分布 す る。居住す るエ リアは、地理的条件 に よつて大
き く渓谷 、斜 面、棚地に区別す るこ とができる。人 口密度 は1平 方 ㌔㍍ 当た り
96人、年 平均 降水 量は2,456㍉㍍(Wapenmanda,1956,1958-1966》、平均気 温
は最高 が23.7℃、最低 が12.5℃である。人 口の大部分 は、上述 の区分で言 う棚
地に居住 してい る。生業 は、サ ツマイモ ・ヤム ・バナ ナな どの栽培 とブタの飼
育であ り、現在 ではコー ヒーに代表 され る換金作物 も栽培 されている。
　 伝統 的 に、夫 と妻 は別の家に居住 し、家族は社会的 ・経済的単位 を形成 して
いる。 また、食 物生産 ・消費な どに関す る決定権 は男性 によつて握 られ てきた。
しか し、 この よ うな伝 統的な社会構造 も、近年 は ミッシ ョンの影 響 を受 けて変
化 しつつ ある。
3.調 査 項 目 と 方 法
人 ロ調査
Aruniクランを対象 にセ ンサス を行 い、構成員 の出身地 、家族 構成 、婚姻歴 、
居住形態、宗教 な どに関す る項 目を把握。
空間利用 のパ タ ン
M・d・pa　C・㎜unityの所有す る畑 を、耕作作 物 と耕 作パ タンの種類 によつて5
つに分類 し、それぞれの面積 、傾斜度 、居住地か らの距離 を把握 した。
時間利用のパタ ン
Modopa　Communityの15歳以 上の男女36人(10世帯:男 性17人、女性19人)の時
間利用 のパ タンを、6週 間ず つ2回 にわた つて記録 した。対象者 が、家 を離れ
た時刻 と帰 った時刻 を直接観 察によつて把握 し、対象世帯 を1目 に3回 訪問 し
て家 にい る個 人 を確認 した。 さらに、夜 に各世帯 を訪問 し一 日のすべての活動
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について聞 き取 りを行 つた。 対象期間の設定は季節性 を考慮 し、1回 目の調査
を雨季で ある1966年3月8日か ら4,月18日、2回 目を乾季 である同年5月25日か ら
7月5日に行 つた。合計2,615人・日の観察データがえ られた。
収穫量 と生産性の測 定、食物摂取 量の測定
Modopa　Comunityの3世帯を対象 に10日間 にわたつて、収穫 量 と食 物摂 取量
に関す る調査 を同時 に行 つた。調査 は、1回 目が1966年5,月8目か ら17日まで、
2回 目が1966年12月25日か ら1967年1月5日に行 つた。各 世帯 ごとに収穫 され た
作物 をす べて秤 量 し、また各世 帯を少な くとも1日 に6回 訪 問す る ことに よつ
て家 の中の作物 、食べ かすな どをすべ て秤量 し食物摂取量 を推 定 した。
　 また、サツマ イモ の生産性 を直接評価す るために、植 え付 けか ら収穫 が終わ
るまでの観 察を行 つた。収穫量は秤 量 した。
4.主 た る 結 論
人 ロ調査
Aruniクラン460人の人 口学的特徴は以下の2点 である。
1)性比 は、男性 を100とす る と女性 が81.1であつた。 この現象 は 、主に出生性
比 と生存 率の違 い によつて生 じるものであ る。対象集団の女性 の出生歴 か ら計
算 した 出生性 比は男性100に対 して女性95であ り、 さらに現在 まで生存 した割
合 の男女比 は、男 を100とす る と女 は82であつた。 ところがRaiapu社会 の初
婚年齢 は、男性 が25-30歳であ るのに対 して、女性 は15-20歳である。25歳以上
の男性 の人 口が122に対 して15歳以上の女性 の人 口は141であ り、この場合 は女
性 の数が男性の数 を上 回つてい る。初婚年齢の違 いが一夫多妻 を可能 とし、 さ
らには性 比の不均衡 を解 消 してい る。
2)20歳以上の男性131人の うち、19%に結婚の経験 がない。 結婚の経験の ある
男性 も、その婚姻 の25.5%は離婚 とい う結果に終 わつてい る。 離婚は、多 くの
場合 第1子 を出産 す る前に起 こ り、 さ らに男性 は女性 に比べ て再婚 をす るこ と





Raiapuの畑 は、 《a》直径 約3.8㍍のマ ウン ドを作 つてサ ツマイモ を栽 培す る
ための畑 Modo, 《b》直径約0.45㍍のマ ウン ドを作 つてサ ツマ イモ を栽培す
るた め の畑(Yukusi)、《c》ヤ ム ・サ トウキ ビ ・バ ナ ナ な どを栽 培 す る畑 、
《d》家屋 のそ ばの小 さな畑、そ して 《e》換金作物用の畑 の5つ に分類す る こ
とがで きる。Modopaの10世帯45人を対象 に利 用す る畑 を調べ た結果 、総 面積
は1966年3月の段 階 で7.2㌶で あ り、そ の 内訳 は 《a》62.5%、《b》3.6%、
《c》19.4%、　 《d》4.7%、　《e》9.8%となつていた。
　全体 に 占める割合 が もつ とも高い 《a》は、傾斜 が緩 く居住 地に近い場所 に
作 られ る場 合 が多 く、常畑 と して長 い間継続 的 に耕 作 され る(全体 の88%が
1938年以来常畑)。それ に対 して、傾斜の急な場所 に作 られ るこ との多い 《c》
は、いわ ゆる焼畑 で あ り、1年 間耕作 に使用 したのち放棄 され る。 《e》の畑
に栽培 され る換 金作物 は主 にコー ヒー であるが、調査 の時点 ではそ の面積 は
10世帯全体で0.56㌶にす ぎなかつた。
時間利用 のパタ ン
Raiapuの活動 を、①食物 生産活動(畑仕事、ブ タの世話 な ど)、②家事(家の建
設 ・修 理、道具 づ くり、薪集 めな ど)、③商業作物の栽培、④経 済活 動 、⑤病
院 ・教会へ行 くこ と、⑥儀礼、 とい う6つ に整理 して分析 した。 まず 、それ ぞ
れの活 動 が、全 体 の生 活時間 に 占める割合 は、①49.4%、②7.8%、③4.4%、
④7.8%、⑤15。5%、⑥15.2%であつた。伝統的 な活動 であ る① 、② 、⑥が全
体の72%を占めてい る。①の食物生産活動の うち畑 での労働時間 を、1年 に1
人の個人 が1㌶ に投入す る時間 と して計算する と、上の分類で 《a》と 《b》が
4,000.0時間 、 《c》が6,466.1時間、 《e》が2,248.6時間 であつた。 常畑 と焼
畑の耕 作パタンの違 いが労働時間に反映 されている。
　男女別 に比較す る と、男性 が畑 を開 く、柵を作 る、家 を建 てる とい つた長期
的な需要 を満 たす ための仕事、お よび儀礼 に参加す る、裁判 をす る とい つた社
会的 な活動 に従事す るのに対 して、女性 はサツマイモの栽培 と収穫 とい つた 日
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常的 な需要 を満 たす ための仕事 に従事す る傾 向が ある。 そのため、全 体 と して
の労働時間 に男女差 はみ られ ないに もかかわ らず、食物 生産 に従事す る時間 の
割合 は女性 が57%に対 して男性 は35%であつた。 また、時間利 用 のパ タンは、
儀礼 の有無や降雨量 な どの影響 を うけるために、週 ごとの変動 が大 きか つた。
婚姻 状態に よる差 を検討す ると、男女の仕事の種類 に違いが観察 され たのに
関連 して、離婚 な どによつて一人暮 らしをす る男性 は食物生産 によ り多 くの時
間を費やす ために、儀 礼な ど社 会的 な行事に参加す る時間が減少 して いた。 し
か し、離 婚 して もほかの世 帯 と同居す る男性 にはその よ うな影響 はみ られ な
かつた。 世帯の構 成が個人の労働形態 を決定す る要因で ある と考 えるこ とがで
きる。
収穫 量 と食物摂取パ タ ン
対象集 団の収穫 量 と食 物摂取パ タンの調査結果 は、彼 らがサ ツマイモ に非常 に
強 く依存 した生業形態 をもつていることを示 してい る。調査全 体を通 して計算
した結果 では、サ ツマイモが収穫量の71%、摂取量の63%を占めていた。調査
は2つ の期間 で行 われ たが、空間利用 のパ タンの区分 に よる 《c》の畑 が収穫
期 にあ つた1回 目の調査期間 では、サ ツマ イモ の占め る割合 は67.3%で(収穫
量の28%がサ ツマ イモ以外の作物)、 《c》の畑か らの収穫が少 ない2回 目の調
査 期間ではサ ツマイモの収穫量の全体 に対す る割合 は75.1%に上昇 していた。
ブ タの飼 育に関連 して収穫 された食糧の行 き先を調 べた結果 では、収穫 量全
体の49.2%が飼 育す るブタに よつて消費 されていたのに対 して 、人 間が消費す
る割 合 は42.6%にす ぎなかつた。数年 に一度行 われ る儀礼 において非常 に多 く
のブ タが必要 とされ るが、Raiapuの生業 システ ムは、そ の よ うな需要 を満 た
す よ うな形で成 り立つてい る。
実 際に人間が消 費 した食物 の構成 は、サ ツマ イモ が63%、ヤ ムが9%、 サ ト
ウキ ビが7%な どとな っていた(重量換算)。エネル ギー量 でみ る とサ ツマイモ
の寄 与は73%であつたが、タンパ ク質 でみ る と33%に減少 していた。1人 当た
りのエネル ギー摂取 量は、1回 目の調査期 間が2,364㌔㌍、2回 目が2,415㌔㌍
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であ つた。 摂 取 した食 物 の 中で購入 食 品 の 占め る割 合 は 重量 的 に はわ ず か
1%に す ぎないが、脂肪の35%、タンパク質の13%を占めてい た。
まとめ
対象集 団の生業 の特徴は、常畑 によるサ ツマイモ栽培 と、焼畑 によるヤ ム ・バ
ナナの栽培 、そ してブタの飼育 とい う3つ が同時 に行 われてい る点にあ る。居
住す る地域 の平坦 で肥沃 な棚地は常畑 と して使用 され 、それ に対 して傾斜 地は
焼畑 として利用 され ている。そ して、それ らの畑か らの余剰 の食糧 に よってブ
タの飼 育が行われ てい るので ある。Enga族の居住 地は、霜が頻繁 にお りる 自
然環境 にあるた めに、その生業パタンには霜 に対す る適応戦略 がみ られ る。最
も重 要な点は、マ ウン ドを作 ることであ り、著者 の調査 による とマ ウン ドの頂
上部 の温度 は基部の温度 よ りも高いこ とが明 らかになつてい る。 また、マ ウン
ドを作 るこ とは、同時に土壌の肥沃 さを保持する機能 も果 た してい る。
農業 の集約化 を労働 の リズム とい う側 面か らとらえる と、農業 に対す る労働
力の投入 が よ り継続 的に行 われ るよ うにな ることを集約 化 と理解 す るこ とが で
きる。対象集 団では、人 口密度 の上昇 とは独立 に、霜 とい う自然環 境 に適応 す
る形 でマ ウン ドを用いた集約的 な農耕が発 達 してきた。 この点 は、Boserupモ
デル をEnga族にたい して適用す る場合 には、 自然環境 の変数 を取 り入れ る必
要があ ることを示唆 している。
5.コ メ ン ト
パプアニ ュー ギニア ・ハイ ランズの 自然環境 において、サツマイモ に依存 した
集約 的な農耕 と高い人 口密度 、そ してそ こに介在す る社会組織 がい かなるメカ
ニズ ムで存在 し、また どの よ うな発達 の歴 史を持 つて きたか とい うテ ーマ は、
多 くの研 究者 の関心 を集 め続 けて きた。Waddel1は、文化生態学 の立場 か らこ
のテ ーマに挑 み、生産 と消費 、土地利用に関す る空間的、時間的デー タを収集
してい る。彼 が強調す るのは、常畑 による主食 のサ ツマイモ栽培、焼畑 による
補助 的作物 の栽 培 、そ してブタの飼育 とい う3つ の柱で構成 され る生業パ タン
が、 自然環境 に対 して非常に有効 に機 能 してい る とい う点で ある。例 えば、常
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畑 と焼畑 の作 られ る自然環境 の違い、霜 の影響 を小 さくす る耕作パ タ ン、活 動
の性差 な どに関す る分析 は、 とくに顕著 な例 であるといえる。
Waddellがフィール ドワー クを行 つた1960年代後 半のパプアニ ュー ギニア ・
ハ イランズは、未 だ安 定 した生存様式 を維持 してお り、だか らこそ文化生態学
的 な枠組み で研究 を行 う有効性が存在 していた。 その後30年をへた現在のハ イ
ランズ では、人 口の激増 、現金経済 の流入 な どに よつて状 況は大 き く変化 し、
ま さに 「変化」 こそ が研究の キー ワー ドとなつている。その際 に重要 なこ とは、
「変化」 を単 に西洋社会 の影響 によつて起 こつた もの ζして とらえるので はな
く、300年前 にサ ツマイモがハイ ランズに導入 され て以来 の影 響 との全 体 と し
て と らえる視点で はないだろ うか。そ うい う意味 で、我々は、主 に後者 に関す
る成果 をWaddellほか1960年代以前の研究に求 める必要がある。
もちろん、生業パ タンの変化 、社会組 織の変化 な ど、 どのテーマの研 究 を行
う際 にも、Waddel1が行 つた よ うな、小集 団に関す る生態学 的なデー タ収集 と
それ らの多面的な理解 が不可欠 であることはい うまで もない。
(梅崎 昌裕記)
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